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りで着任してして様子を示している。便宜上、 Aから Dの四名の人物を描いているが、 Aより過去
の院長に他の人物が存在しても良いし、同様に、 Dの後にもさらに他の人物が着任する可能性もある。
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そして、 Aから Dのそれぞれから点線(この点線は対応をあらわすこととする)が伸びており、
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2. 日本語の否定接頭辞を扱った主な研究としては、相原 (1986)、野村 (1973)、奥野 (19邸)、サ
トー 他(1982)、須山 (1974)、吉村 (1990)などが挙げられる。
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